
治療効果に関連する注意

バクスミ－®点鼻粉末剤（以下：バクスミ－®）は重症低血糖の救急処置に用いるグルカゴン製剤です。バクスミ－®は、

肝臓にグリコーゲンが貯蔵されていない、以下の場合は治療効果は期待できません※1。なお、本剤を投与しても重症

低血糖が改善しない場合は、直ちにブトウ糖の静脈内注射など適切な処置を行い、本剤または他のグルカゴン

製剤の追加投与は行わないようにしてください※2。

最も強力な血糖上昇作用を有するホルモンであるグルカゴンは、主として膵臓のα細胞から分泌され、門脈系を通じて肝臓の

グルカゴン受容体に結合しグルカゴンシグナルを活性化します。グルカゴンシグナルは肝臓に貯蔵されているグリコーゲンの

分解を促進し血糖を上昇させます。

肝臓のグリコーゲンの貯蔵量には制限があり、12-24時間の絶食でほとんどが消失するとされています1）。飢餓状態など肝臓にグリ

コーゲンが貯蔵されていない場合はグルカゴン投与による血糖上昇は期待できません2）。したがって、グリコーゲンの貯蔵不足に関連

した低血糖には注意が必要です。また、摂食状況に関わらずグリコーゲンの貯蔵が減少する肝硬変や3）、肝臓へのグリコーゲン貯蔵

が不足したときに起こりやすいアルコール性低血糖4）、グリコーゲンの合成及び分解に関わる蛋白質の先天代謝異常症（糖原病の一

部：Ⅰ型、Ⅲ型、Ⅳ型など）2、5）もグルカゴンによる血糖上昇がみられません。低血糖の原因については他の疾患によるものなど様々な

可能性が考えられます。バクスミー®投与後は直ちに主治医に連絡を取り、医療機関を受診するよう指導してください。
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例：

・飢餓状態
・副腎機能低下症
・頻発する低血糖

・一部糖原病（Ⅰ型、Ⅲ型、Ⅳ型等）
・肝硬変
・アルコール性低血糖

グリコーゲンの貯蔵不足に関連した低血糖
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バクスミ－®点鼻粉末剤
適正使用のためのお知らせ

グリコーゲンの貯蔵不足に関連した低血糖はバクスミー®による効果は期待できません1-5）。

※1 DI「5. 効能又は効果に関する注意」参照
※2 DI「8. 重要な基本的注意 8.2」参照
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点鼻粉末剤禁忌(次の患者には探与しないこと)
②.①褐色細胞腫又はパラガングリオーマの患者[カテコールアミ

ンの遊離を刺激して、急激な血圧の上昇を招くおそれがあ
る。 |

2.2 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
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